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全国の「妖怪」が水木先生の生誕をお祝い全国の「妖怪」が水木先生の生誕をお祝い
　平成２７年１１月に亡くなられた水木しげる先生

の９５歳の誕生日をお祝いする「水木しげる生誕祭」

が、３月４日（土）に開催され、全国から多くの妖

怪ファンが訪れ、水木先生を偲びました。 

　文化ホールでは、タレントのラサール石井さんの

トークショーや、水木先生の妻・布枝さんも出席さ

れ、特製バースデーケーキで誕生をお祝いしました。

　また、水木しげるロードでは、水木作品に登場す

る妖怪キャラクターに仮装した参加者と鬼太郎たち

による仮装パレードが開催され、華やかな生誕祭に

なりました。 
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補助金活用事例補助金活用事例
　

市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
行
う
社
会
貢
献
活

動
を
支
援
す
る
「
市
民
活
動
推
進
補

助
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

市
民
活
動
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

補

助

金

の

概

要

▼
対
象
団
体

　

団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど

が
あ
り
、
市
内
で
活
動
す
る
市
民
活

動
団
体
ま
た
は
、
市
内
で
営
利
を
目

的
と
し
な
い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う

団
体
が
対
象
で
す
。

▼
対
象
事
業

　

市
民
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
適

当
と
認
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。

【
例
】

◇
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
緑
化
事

　

業

◇
市
民
活
動
団
体
の
設
立
準
備

◇
す
で
に
活
動
し
て
い
る
団
体
が
新

　

た
に
は
じ
め
る
事
業

◇
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
拡
充
す
る
た

　

め
の
事
業

◇
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
一
時
的
に

　

実
施
す
る
事
業

※
日
頃
行
わ
れ
て
い
る
事
業
や
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
は
対
象
外

で
す
。

▼
補
助
金
の
限
度
額
と
区
分

◇
新
規
設
立
事
業　

10
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
）

◇
一
般
事
業

・
１
回
目　
　
　

30
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

・
２
回
目
以
降　

20
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
）

◇
緑
化
事
業　
　

６
万
円

　
（
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
地
域
振
興
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
月
）

※
２
次
募
集
は
７
月
、
３
次
募
集
は

10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
応
募

状
況
で
募
集
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

▼
審
査
会

　

審
査
会
は
５
月
上
旬
に
開
催
予
定

で
す
。
申
請
内
容
を
審
議
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

◎一般事業　交付団体

「境港歴史楽
がっ

会
かい

」

　郷土の偉人「門脇重
しげ

綾
あや

」の遺稿歌集

「蠖
かく

園
えん

集
しゅう

」翻刻版の発刊、関連の講演

会の開催などを実施

◎一般事業　交付団体

「一般社団法人境港青年会議所」

　２０～４０歳の男女を対象にした結

婚支援事業を実施

◎緑化事業　交付団体

「京和自治会」

　町内の道路沿いを花のプランターで

彩る美化事業を実施

※その他、小学校、高等学校などで花

いっぱい運動を実施

【昨年度の補助実績】（１５団体）

　◇一般事業　　：６団体

　◇緑化事業　　：９団体

補

助

金

の

概

要

市報さかいみなと　2



　（一社）境港水産振興協会から平成２８年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　平成２８年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約１５％減の１０７，４７３トンとな

り、全国第５位（前年３位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約２%

増の２０８億９，２３６万円で、全国第７位（前年８位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第５位

▼問い合わせ先

　水産課水産振興係

　（☎47－1055）

レジ袋を削減する協定を締結しました
　

　県西部の４事業者と７消費者団体等、４自治体がレジ袋削減推進に関する協定を締結しました。
　協定締結により、事業者はレジ袋の無料配布をやめ、費用削減額を環境保全活動等の充実にあて、消費者
団体等と自治体は、マイバック持参の普及啓発に努めます。

【協定締結者】

▼事業者
　株式会社フーズマーケットホック、株式会社サンアイ、
株式会社トライアルカンパニー、大黒天物産株式会社 デ
ィオ境港店

▼消費者団体等
　鳥取県中小企業団体中央会、ＮＰＯ法人 鳥取県消費者
協会、鳥取県商工会女性部連合会、鳥取県連合婦人会、
（一社）母子寡婦福祉連合会、米子市生活学校連絡協議会

▼自治体
　鳥取県、米子市、伯耆町、境港市

▼立会人
　西部地域ノーレジ袋推進協議会長

【マイバッグを利用しましょう】

　レジ袋の削減は、地球温暖化防止やごみの減量化、そして資源の有効活用に向け、私たちが日常生活の中で身近に取り組む

ことができる「環境にやさしいライフスタイル」への第一歩です。

　◇お買い物の際には、マイバッグを持参して、レジ袋を断りましょう。

　◇マイバッグは、レジでのお支払いが済んでからお使いください。　

▼問い合わせ先　環境衛生課　（☎４７－１０６０）

3　平成２９年４月



　

今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
が
市
制
施
行
60
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
昨
年
、
境
さ
か
い
こ
う港

に
お
い
て

は
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成
、

境
漁
港
に
お
い
て
は
、
高
度
衛
生
管

理
型
市
場
整
備
の
着
工
、
ま
た
、
米

子
鬼
太
郎
空
港
で
は
、
新
た
に
香
港

便
が
就
航
い
た
し
ま
し
た
。

　

交
通
・
輸
送

手
段
の
発
達
や

情
報
通
信
技
術

の
発
展
に
よ
る

人
・
物
・
金
・

情
報
が
国
境
を

越
え
て
行
き
交

う
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が

急
速
に
進
む
中
、

こ
れ
ら
本
市
の

３
つ
の
港
の
魅

力
の
向
上
、
機

能
の
強
化
・
充

実
は
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山

圏
域
の
発
展
の
推
進
力
と
し
て
、
一

層
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

社
会
経
済
の
趨す
う

勢せ
い

を
的
確
に
と
ら

え
な
が
ら
「
連
携
と
共
栄
」
を
基
軸

と
し
て
、
本
市
の
有
す
る
「
港
」
の

整
備
事
業
の
進
展
、
利
活
用
の
促
進

を
一
体
と
な
っ
て
進
め
、「
北
東
ア

ジ
ア
に
向
け
た
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
て
活
力
あ
る
圏
域
の
形
成
を
牽
引

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
、

市
政
運
営
の
大
き
な
方
向
性
を
定
め

た
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
施
策
を
着
実
に
展
開
し
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
か
っ
て
歩
み
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
魅

力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」、「
心
豊

か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
た
事
業
の
一
層
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
に

つ
い
て
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

10
年
先
、
20
年
先
の
本
市
の
未
来

を
見
据
え
な
が
ら
、
責
任
を
も
っ
て

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
市
民
が
待
望
す
る
仮
称
・
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
、
大
型

事
業
を
確
実
に
進
め
、
さ
ら
に
は
、

教
育
や
福
祉
、
生
活
基
盤
の
充
実
な

ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
公
明
正
大
な
市
政
」
に
徹
し
、
市

民
参
画
に
よ
る
、
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
す
る
ま
ち
、
支
え
合
う
ま
ち
の

実
現
に
邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

平
成
29
年
度
当
初
予
算
案

　

平
成
29
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
税
収
入
は
大
幅
な
好
転
は

見
込
め
ず
、
地
方
交
付
税
も
減
少
が

続
い
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
費

等
の
財
源
の
確
保
や
基
金
の
有
効
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
境
港
市
総
合

戦
略
お
よ
び
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
プ
ラ
ン
と
の
連
動
性
を
基
本
に
、

真
に
必
要
な
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
な
が
ら
堅
実
な
財
政
運
営
に
徹
し
、

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
、
教
育
施
設
整
備
な
ど
の
投
資
的

経
費
を
計
上
す
る
一
方
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
や
高
齢
者
・
障

が
い
者
福
祉
を
は
じ
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
に
配
慮
し
て

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
し

て
提
唱
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
重
要
性
が
高
ま

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
行
政
、
自

治
会
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

連
携
、
協
力
し
合
い
、
住
み
良
い
ま

ち
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
広
聴
事
業
と
し
て
、
次
代

を
担
う
20
代
・
30
代
の
若
い
方
と
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
場
を
設
け
、
若
者
の
視
点
や
若

い
力
を
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が３月１日から２３日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
平成２９年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

平
成
29
年
度
当
初
予
算
案

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
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経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
広
域
観
光
や
産

業
振
興
、
環
境
保
全
、
防
災
対
策
で

の
連
携
、
人
的
交
流
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
も
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
総
合
戦
略
に
基
づ

き
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
、
外
国
人
観
光
客
受
入
に
向
け

た
環
境
整
備
や
国
内
外
へ
向
け
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
医
療

ニ
ー
ズ
と
企
業
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
な
ど
の
産
学
・
医
工
連
携
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ

ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
呼
ば
れ
る
観
光
地
域
づ
く

り
の
推
進
組
織
を
５
月
頃
に
設
立
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、

昨
年
、
鳥
取
県
中
部
地
震
の
影
響
等

に
よ
り
10
月
以
降
の
実
績
が
伸
び
悩

ん
だ
も
の
の
、
過
去
最
高
の
旅
客
数

を
記
録
し
、
当
圏
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
外
国
人
観
光
客

の
誘
客
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
や
、
日
露
経
済
協
力
プ
ラ
ン
の
推

進
な
ど
に
お
い
て
、
航
路
の
潜
在
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
当
圏
域
と
対
岸
諸
国
を
つ
な
ぐ

海
の
道
と
し
て
、
必
要
性
は
さ
ら
に

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

運
航
会
社
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
な

ど
の
収
益
向
上
の
取
り
組
み
や
増
資

を
行
う
な
ど
、
経
営
の
安
定
化
に
努

力
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
事
業
収

支
は
自
立
的
な
運
航
が
可
能
な
水
準

に
達
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
ま

た
、
ロ
シ
ア
経
済
の
低
迷
、
世
界
的

な
海
運
不
況
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境

が
依
然
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
当
面
一

年
間
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
、
新
た
に
香
港
便
が
就
航

し
た
ほ
か
、
ソ
ウ
ル
便
が
格
安
航
空

会
社
化
す
る
な
ど
、
山
陰
か
ら
世
界

へ
の
ア
ク
セ
ス
等
が
拡
充
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
韓
国
・
香
港
を
は
じ
め

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
当
圏
域
の
認
知

度
向
上
や
旅
行
商
品
の
造
成
促
進
な

ど
に
取
り
組
み
、
両
航
路
の
共
存
を

図
る
と
と
も
に
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
運
航
に
よ
る
さ
ら
な
る
国
際
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

昨
年
累
計
入
込
客
数
が
３
０
０
０

万
人
を
突
破
し
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
境
港
駅

前
ホ
テ
ル
の
開
業
に
あ
わ
せ
、
水
木

し
げ
る
記
念
館
の
開
館
時
間
の
延
長

や
河
童
の
泉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

夜
の
魅
力
度
向
上
に
よ
る
観
光
客
の

滞
在
時
間
の
延
長
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
新
た
に
、
夜
間

に
も
妖
怪
の
着
ぐ
る
み
と
出
会
え
る

機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
昼
間
と
は

異
な
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
魅
力

を
演
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
域
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
30
年
度
に
、Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
大

山
開
山
１
３
０
０
年
祭
な
ど
の
大
型

イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催

し
、
本
番
へ
の
機
運
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

昨
年
、
境
さ
か
い
こ
う港

へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
は
33
回
で
、
国
内
外
か
ら
過

去
最
高
の
約
４
万
人
の
お
客
さ
ま
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
、

こ
れ
を
上
回
る
50
回
以
上
の
寄
港
が

見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
竹
内
団
地
の

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成
後
に
は
、

１
０
０
回
を
超
え
る
寄
港
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
自
治
体
が
中
心
と
な
り
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
参
加
い
た
だ
け

る
お
も
て
な
し
に
向
け
て
新
た
な
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
28
年
の

水
揚
量
は
、
10
万
７
０
０
０
ト
ン

余
で
全
国
第
５
位
、
水
揚
金
額
は
、

２
０
８
億
８
０
０
０
万
円
余
で
、
２

年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
り
、

全
国
第
７
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る
１
号
上
屋

の
改
築
工
事
や
陸
送
上
屋
の
新
築
工

事
に
加
え
、
９
月
に
は
、
か
に
か
ご

上
屋
の
改
築
工
事
も
始
ま
る
な
ど
、

い
よ
い
よ
高
度
衛
生
管
理
型
市
場
に

向
け
て
の
整
備
が
本
格
的
に
動
き
出

し
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
者
一
体
と

な
っ
て
、
早
期
完
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
市
場
に
必
要
と
な
る

電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
機
材
の

整
備
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
と
連
携
し

て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
担
い
手
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
漁
船
乗
組
員
や
養
殖
業
従

業
員
を
新
た
に
雇
用
し
て
、
研
修
事

業
を
行
う
企
業
等
へ
の
支
援
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
沿
岸
漁
業

に
就
業
す
る
漁
業
者
の
漁
船
・
機
器

の
取
得
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

魚
食
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

さ
か
な
探
検
事
業
や
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・

キ
ッ
チ
ン
事
業
な
ど
魚
に
親
し
む
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
み

ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大
賞

な
ど
の
水
産
資
源
と
観
光
資
源
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
境
港

ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
船
の
航
行
、
操
業
の
安

全
を
図
る
た
め
、
気
象
情
報
等
を
提

供
し
て
い
る
鳥
取
県
無
線
漁
業
協
同

組
合
の
通
信
設
備
の
更
新
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農

業

の

振

興

　

本
市
特
産
の
白
ね
ぎ
栽
培
に
つ
き

ま
し
て
は
、
連
作
障
害
に
効
果
の
あ

る
緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成
や
病
害

虫
防
除
薬
剤
費
助
成
に
加
え
て
、
近

年
猛
威
を
振
る
う
黒

く
ろ
ぐ
さ
れ
き
ん
か
く
び
ょ
う

腐
菌
核
病
の
防

除
支
援
を
継
続
し
、
白
ね
ぎ
産
地
の

維
持
、
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鳥
取
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

し
、
青
年
就
農
給
付
金
、
農
地
賃
借

料
助
成
事
業
、
就
農
条
件
整
備
事
業

等
の
諸
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
農
業
の
担
い
手
を
確
保
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
委
員
会
が
選
定
し
た
、
再
生
に

適
し
た
農
地
が
多
く
含
ま
れ
る
地
域

を
中
心
に
、
農
業
者
が
自
ら
行
う
再

生
活
動
を
支
援
す
る
ス
ト
ッ
プ
荒
廃

農
地
支
援
事
業
を
新
た
に
実
施
し
、

荒
廃
農
地
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

観

光

振

興
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ま
た
、
鳥
取
県
農
業
農
村
担
い
手

育
成
機
構
と
連
携
し
農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
た
農
地
の
流
動
化
を

推
進
し
、
認
定
農
業
者
や
新
規
就
農

者
な
ど
、
意
欲
あ
る
地
域
の
担
い
手

農
家
へ
の
農
地
集
積
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

伯
州
綿
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
伯
州

綿
関
係
者
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
提

言
を
基
に
、
伯
州
綿
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
商
品
と
し
て
、
誰
も
が
手
に

入
れ
や
す
い
手
ぬ
ぐ
い
の
商
品
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
年
の
任
期
の
最
終
年
度

を
迎
え
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名

に
つ
き
ま
し
て
は
、
任
期
終
了
後
も

本
市
へ
の
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商

工

業

の

振

興

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
誇
る
港
湾
、
漁
港
、
空
港
と
各

種
の
支
援
制
度
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

鳥
取
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新

た
な
企
業
立
地
や
市
内
企
業
の
設
備

投
資
を
促
進
し
、
雇
用
の
拡
大
と
人

材
確
保
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

現
在
、
国
・
県
が
共
同
で
運
営
し

て
い
る
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
境
港
は
本
年
夏
を
目
途
に
、

鳥
取
県
が
設
置
、
運
営
す
る
県
立
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
移
行
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
で
は
新
た
に
東
京

本
部
、
関
西
本
部
に
も
設
置
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
県
立
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
県
内

大
学
生
、
高
校
生
の
地
元
就
職
支
援

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
外

在
住
の
学
生
、
社
会
人
等
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
の
就
職
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
中
海
圏
域
４
市
で
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催
や
就
職
支
援
サ

イ
ト
の
運
営
に
よ
る
就
職
支
援
に
も
、

引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
、
境
港
お
さ
か
な

ロ
ー
ド
周
辺
商
店
街
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
向
け
、
新
た
に
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
見
据
え
、
商
店

街
関
係
者
、
観
光
関
係
者
と
一
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
運
営
、

名
物
商
品
の
開
発
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

よ
る
情
報
発
信
に
よ
り
、
商
店
街
の

賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
か

ら
植
栽
移
植
先
行
工
事
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
月
中
に
道
路
本

体
工
事
の
発
注
を
行
う
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら

本
格
的
な
道
路
工
事
を
開
始
し
、
平

成
30
年
７
月
の
完
成
目
標
に
向
け
て
、

工
区
ご
と
に
順
次
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、
夏
休
み
前
か
ら
は
、
工
事

期
間
中
の
集
客
策
の
柱
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
境
港
駅
前
公
園
に
お
い
て
、
工
事

に
伴
い
一
時
的
に
移
動
が
必
要
と
な

る
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
活
用
し
た
特
別
展

示
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

街
な
み
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し

た
沿
道
の
景
観
形
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
、
国
土
交
通
省
の
事
業

採
択
を
受
け
、
沿
道
店
舗
等
の
改
修

に
つ
い
て
の
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
基
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
上
で
、
地
元
の
各

団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な

ど
、
平
成
30
年
度
に
予
定
し
て
い
る

事
業
開
始
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
が
行
う
中
海
護
岸
整

備
に
あ
わ
せ
て
本
市
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
道
渡
84
号
線
の
道
路

整
備
に
伴
う
樋ひ

門
改
築
工
事
を
国
土

交
通
省
に
委
託
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
２
カ
年
で
行
う
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

旧
漁
港
の
跡
地
に
整
備
す
る
内
水

排
除
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水

道
事
業
の
交
付
金
を
活
用
し
、
平
成

30
年
度
の
着
手
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
工
事
を
終
え
ま
す
と
、
当
初

の
計
画
ど
お
り
平
成
32
年
度
の
完
成

に
向
け
、
旧
漁
港
周
辺
の
道
路
や
多

目
的
広
場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

西
工
業
団
地
の
護
岸
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
国
土

交
通
省
に
よ
る
貯
木
場
開
口
部
周
辺

の
護
岸
整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
口
部
の
締し

め

切き
り

工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
の
着
手

に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し
貯
木
場

所
有
者
と
の
協
議
を
鋭
意
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
、
今
月
12
日
に

着
工
記
念
式
典
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
本
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
地
盤
改
良
工
事
を
は
じ
め
、

岸
壁
の
現
地
工
事
が
い
よ
い
よ
本
格

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境

さ
か
い

港こ
う

管
理
組
合
で
は
、
平

成
29
年
度
中
に
旅
客
上
屋
の
工
事
着

工
と
ふ
頭
の
用
地
取
得
が
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
完
成
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
国
や
県
へ
の
要
望

活
動
を
は
じ
め
、
事
業
の
進
展
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
Ｒロ

ー

ロ

ー

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航
路
の
開

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境

さ
か
い

港こ
う

流
通
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
協
議
会
が
中
心
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
試
験
輸
送
の
結
果

の
検
証
や
最
適
航
路
の
検
討
が
行
わ

れ
、
平
成
29
年
度
は
、
年
間
を
通
し

た
試
験
輸
送
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
１
日
も

早
い
航
路
の
開
設
を
め
ざ
し
、
船
社

へ
の
航
路
開
設
の
働
き
か
け
や
貨
物

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

商

工

業

の

振

興

港

湾

整

備

©水木プロ
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道

路

等

の

整

備

　

将
来
に
わ
た
る
圏
域
の
経
済
発
展

に
資
す
る
た
め
、
機
能
の
強
化
・
拡

充
が
進
む
境

さ
か
い
こ
う港

や
境
漁
港
に
つ
な
ぐ

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
め
ざ
し
、

米
子
・
境

さ
か
い
み
な
と港

間
の
高
規
格
幹
線
道
路

や
県
道
渡
余
子
停
車
場
線
の
バ
イ
パ

ス
整
備
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
境
線
と
の
立
体

交
差
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
や
県

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
良
好
な
市
民
生
活

の
基
盤
と
な
る
道
路
・
側
溝
等
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
ス
ト
ッ

ク
点
検
や
自
治
会
要
望
の
ほ
か
、
学

校
や
警
察
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
行
う
通
学
路
の
合
同
点
検
等
を
も

と
に
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
箇
所

に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

主
要
な
道
路
で
は
、
市
道
境

１
３
２
号
線
（
通
称
・
天
皇
道
路
）

や
昭
和
町
の
汚
水
処
理
公
社
周
辺
道

路
の
舗
装
修
繕
工
事
を
行
う
ほ
か
、

通
学
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
二
中
学
校
西
側
道
路
の
舗
装
新
設
、

余
子
小
学
校
周
辺
の
カ
ラ
ー
舗
装
や

路
面
表
示
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

身
近
な
道
路
や
側
溝
等
の
整
備
に
も
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
安
全
・
安

心
な
道
路
環
境
の
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
約
６
０
０
世
帯
、
１
８
０
０

人
の
人
が
生
活
さ
れ
て
お
り
、
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る

街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

分
譲
を
開
始
し
た
平
成
11
年
か
ら
の

累
計
契
約
件
数
は
３
３
６
件
に
上
り
、

特
に
平
成
21
年
か
ら
導
入
し
た
定
期

借
地
権
制
度
は
、
市
内
の
み
な
ら
ず
、

市
外
県
外
の
人
か
ら
も
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
契
約
件
数

は
１
７
９
件
と
、
本
市
の
移
住
定
住

の
促
進
お
よ
び
、
市
街
化
形
成
の
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
制
度
周
知
に
努
め
、
さ

ら
な
る
市
街
化
の
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
に
念
願
で
あ
り

ま
し
た
大
型
商
業
施
設
が
開
店
し
、

住
民
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
隣
接

す
る
商
業
用
地
に
つ
き
ま
し
て
も
、

用
地
を
一
体
的
に
活
用
し
た
商
業

モ
ー
ル
の
誘
致
を
図
り
、
団
地
の
さ

ら
な
る
魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

公

共

下

水

道

事

業

　

平
成
29
年
度
の
公
共
下
水
道
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境
港
２
号
汚

水
幹
線
を
外
江
町
の
市
道
外が

い

港こ
う

外
江

線
の
交
差
点
ま
で
整
備
す
る
ほ
か
、

渡
２
号
汚
水
幹
線
を
渡
郵
便
局
ま
で

整
備
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
の
ほ
か
、
米
川
町
の

済
生
会
病
院
西
側
な
ど
で
汚
水
管か
ん

渠き
ょ

の
面
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
末
の
公
共
下
水
道
の
普
及
率

は
約
73
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
存
の
汚
泥
処
理
設
備
や
沈ち

ん

砂さ

池ち

設
備
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

改
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
汚
泥
等
受
入
施
設
が
今
月

中
旬
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
く

み
取
り
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
の
受
入

処
理
を
、
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
開

始
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
７
月
頃
を
目
途
に
閉
鎖
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
閉
鎖
後
の
施

設
と
跡
地
は
、
新
た
な
利
用
の
計
画

を
策
定
し
た
後
、
解
体
、
撤
去
等
行

う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

住

宅

耐

震

化

　

平
成
28
年
度
の
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
は
、
熊
本
地
震
を
は
じ
め

相
次
ぐ
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
例
年

の
８
倍
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
月
中
に
策
定
い
た
し
ま
す
境
港

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
は
、
新
た

に
平
成
32
年
度
末
の
耐
震
化
率
の
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
引
き

続
き
耐
震
化
の
必
要
性
や
助
成
制
度

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

耐
震
改
修
補
助
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

地
震
、
津
波
等
へ
の
防
災
力
の
強

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
地
震
や

鳥
取
県
中
部
地
震
に
お
け
る
課
題
等

を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
を
修
正

す
る
と
と
も
に
、
住
民
主
体
の
避
難

所
運
営
訓
練
な
ど
実
践
的
な
共
助
活

動
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
民
参
加
型
の
訓
練
や
出
前
講

座
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
士
の
育
成
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
資
質
向

上
や
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の
連

携
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。環

境

施

策

　

環
境
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
快

適
な
市
民
生
活
に
資
す
る
環
境
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

焼
却
施
設
と
し
て
の
役
目
を
終
え

た
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

直
接
搬
入
さ
れ
る
可
燃
系
ご
み
の
受

け
入
れ
を
継
続
し
な
が
ら
、
施
設
の

解
体
と
跡
地
活
用
に
向
け
、
資
源
化

が
可
能
な
枝
木
や
布
・
布
団
類
の
一

時
保
管
施
設
な
ど
、
よ
り
有
利
な
財

源
確
保
が
見
込
め
る
整
備
方
策
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

側
溝
清
掃
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

元
住
民
で
対
応
が
困
難
な
箇
所
を
市

で
実
施
す
る
地
区
別
側
溝
清
掃
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
度
で
市
内
全
域
を
一
巡
し

ま
し
た
。
今
後
も
泥
の
堆
積
状
況
等

を
踏
ま
え
、
よ
り
計
画
的
に
排
水
不

良
な
ど
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

誠
道
町
の
飛ひ

砂さ

対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
畑
の
所
有
者
、
耕
作
者
、
地

域
住
民
の
人
々
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
費
用
対
効
果
も
考
慮
し
、

対
策
案
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
関
係
者
の
人
々

と
合
意
し
た
飛
砂
対
策
に
着
手
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
導
入
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に

引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
市
役
所

の
事
務
事
業
に
伴
い
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
計
画
を
策
定
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
市
と
し
て
も
率

先
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

環

境

施

策

住

宅

耐

震

化

道

路

等

の

整

備

公

共

下

水

道

事

業

防

災

対

策
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基

地

対

策

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
で
は
、

Ｃ
‐
１
輸
送
機
の
後
継
機
と
し
て
、

Ｃ
‐
２
輸
送
機
が
、
今
月
末
ま
で
に

３
機
、
平
成
29
年
度
に
２
機
配
備
さ

れ
る
ほ
か
、
防
災
ヘ
リ
と
し
て
の
活

用
も
期
待
さ
れ
る
大
型
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ
‐

47
も
平
成
29
年
度
中
に
２
機
配
備
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
、
防
衛
省

か
ら
鳥
取
県
に
、新
た
な
空
中
給
油
・

輸
送
機
の
美
保
基
地
へ
の
配
備
計
画

に
つ
い
て
事
前
協
議
が
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
ま
し
て
、
11
月
に
は
、
県
か

ら
本
市
へ
の
意
見
照
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
お
伺
い
し
た
中
浜
地
区

を
は
じ
め
住
民
の
人
々
や
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
総
合
的
に
検
討
し
、
２
月
27

日
、
配
備
に
同
意
す
る
旨
を
県
に
回

答
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環

境
が
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
、
大
規

模
災
害
が
国
内
各
地
で
頻
繁
に
起

こ
っ
て
い
る
状
況
の
中
、
自
衛
隊
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
よ
り
重
要
度
を

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
保
基
地

の
輸
送
部
隊
と
し
て
の
機
能
強
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
定
の
理
解
が
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
空
中
給
油
・
輸
送
機
は
新

た
な
機
種
の
配
備
で
あ
り
ま
す
の
で
、

国
に
対
し
ま
し
て
は
、
騒
音
の
緩
和

や
安
全
面
に
関
す
る
万
全
の
対
策
な

ら
び
に
地
域
振
興
策
の
確
実
な
実
施

を
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育

と

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境

港
市
教
育
施
策
推
進
大
綱
に
お
い
て
、

「
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
質
の
高

い
学
校
教
育
の
推
進
」
を
目
標
と
し

て
掲
げ
、
道
徳
教
育
や
国
際
理
解
教

育
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と

な
ど
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
学
校
と
地
域
が

連
携
し
、
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
社
会

総
掛
か
り
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教

育
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
各
中

学
校
区
を
単
位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け
、

推
進
員
を
配
置
し
、
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

た
学
級
づ
く
り
な
ど
を
主
題
と
し
た

教
職
員
の
研
修
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
今
後
の
学
校
の

編
成
の
方
向
に
照
ら
し
た
誠
道
小
学

校
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、
校
区
審

議
会
で
引
き
続
き
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
最
終
答
申
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
方
針
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
様
に
、
学
校
施
設
の
環
境
整
備

に
つ
き
ま
し
て
も
最
終
答
申
に
基
づ

き
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
施
設
の

老
朽
化
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
小
・
中

学
校
の
整
備
基
本
方
針
を
取
り
ま
と

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
市
民
体
育
館
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
使

用
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
施
設
整
備
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
渡
公
民
館
お
よ
び
外

江
公
民
館
の
改
修
工
事
、
ス
ポ
ー
ツ

広
場
の
全
面
芝
生
化
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な

施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
を
記
念

し
、
青
少
年
の
友
好
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
日
中
友
好
交
流
都

市
中
学
生
卓
球
交
歓
大
会
が
８
月
に

北
京
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
と

友
好
都
市
で
あ
る
中
国
・
琿フ
ン

春
チ
ュ
ン

市
と

の
合
同
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
参
加
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
境
港
公
共
マ
リ
ー

ナ
を
会
場
に
行
わ
れ
る
セ
ー
リ
ン
グ

の
世
界
選
手
権
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
頃
に
、
鳥
取
県
や
鳥
取
県
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
な
ど
と
と
も
に
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
と
し
て
お

り
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
力
を

合
わ
せ
て
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

仮
称
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
中
に
基

本
設
計
が
完
成
し
、
平
成
29
年
度
か

ら
２
カ
年
か
け
実
施
設
計
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
平
成
30
年

度
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
市
民
会
館

等
の
解
体
に
係
る
設
計
に
も
着
手
い

た
し
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
域
の
特
性
を
生
か
し
、
専

門
職
に
よ
る
顔
の
見
え
る
支
援
を
基

本
に
、
産
前
・
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
育
児
支
援
が
必
要
な
母
子
を

対
象
と
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
新

た
に
始
め
る
ほ
か
、
境
港
市
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
の
カ
ラ
ー
冊
子
化

等
、
情
報
提
供
の
充
実
を
図
り
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し
て
の
機
能
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
は
、
新

生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
や
県
内

初
と
な
る
保
険
適
用
の
一
般
不
妊
治

療
費
へ
の
助
成
な
ど
、
子
育
て
世
代

に
寄
り
添
っ
た
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
確
保
に
取
り
組
ま

れ
る
民
間
保
育
園
へ
の
助
成
に
加
え
、

公
立
保
育
園
の
ク
ラ
ス
編
成
を
見
直

し
、
３
歳
未
満
児
の
受
入
人
数
を
増

や
す
こ
と
で
、
年
々
増
加
す
る
保
育

需
要
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
を
事
業

期
間
と
す
る
第
５
期
境
港
市
障
が
い

福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
聴
覚
障
が
い
者

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
団
体
へ
の

支
援
や
人
工
透
析
患
者
へ
の
交
通
費

の
助
成
を
行
う
な
ど
、
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

子

育

て

支

援

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

基

地

対

策

社

会

教

育

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
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高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

昨
年
10
月
か
ら
市
直
営
で
運
営
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
境
港
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防

の
拡
充
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸
を
重

点
目
標
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
地
域
の
一
員
と
し
て
社
会

参
加
を
し
な
が
ら
い
き
い
き
と
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

特
に
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
ご
と

の
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
新
た

な
担
い
手
の
育
成
・
発
掘
な
ど
を
行

う
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置
し
、
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
対
策
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
に
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に

向
け
た
支
援
・
相
談
体
制
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

を
事
業
期
間
と
す
る
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

こ
れ
ま
で
、
が
ん
検
診
等
を
受
診

し
や
す
く
す
る
た
め
、
検
診
の
休
日

開
催
や
複
数
の
検
診
を
同
時
に
受
診

で
き
る
セ
ッ
ト
検
診
の
開
催
、
医
療

機
関
で
の
個
別
検
診
の
拡
充
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
が
ん
検
診

の
検
診
結
果
を
受
診
者
全
員
に
通
知

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

啓
発
物
を
同
封
し
て
、
が
ん
や
生
活

習
慣
病
予
防
の
啓
発
活
動
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平

成

29

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
５

８
億
６
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

０
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
ま
し
た

全
会
計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
・

３
％
減
の
２
７
４
億
５
９
６
４
万
６

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

成

28

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算

《
歳　

出
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発

公
社
か
ら
の
土
地
購
入
費
２
９
４
２

万
円
余
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の

増
加
に
伴
う
、
寄
附
を
頂
い
た
人
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
費
用
等
３
１
２
９
万

円
余
、
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ

る
さ
と
基
金
へ
の
積
立
金
６
０
０
０

万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
８
１
６
０
万
円
余
、
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に

伴
う
、
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費

４
１
３
１
万
円
余
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
に
伴
う
、
私
立
保
育
所
運
営
費

５
０
７
５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
衛
生
費
】

　

米
子
市
へ
の
可
燃
ご
み
処
理
委
託

料
の
単
価
改
定
に
伴
い
84
万
円
余
を

増
額
す
る
一
方
、
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン

タ
ー
の
業
務
委
託
料
の
減
額
等
に
伴

い
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
へ
の
負
担
金
１
４
８
７
万
円
余
を

減
額
。

【
土
木
費
】

　

２
月
10
日
か
ら
の
積
雪
対
応
に
要

し
た
、
市
道
の
除
雪
経
費
１
１
０
４

万
円
余
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
工
事
期
間
中
の

集
客
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
向
け
た
、
駅

前
公
園
へ
の
看
板
設
置
委
託
料
２
０

０
万
円
な
ど
を
増
額
す
る
一
方
、
地

質
調
査
の
結
果
、
不
要
と
な
っ
た
済

生
橋
修
繕
工
事
に
係
る
上
水
道
等
の

移
設
補
償
費
１
０
０
０
万
円
を
減
額
。

【
消
防
費
】

　

退
職
積
立
金
の
増
額
等
に
伴
い
、

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ

の
負
担
金
５
０
９
万
円
余
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

国
の
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し

た
、
渡
小
学
校
下
水
道
接
続
工
事
費

等
２
１
１
９
万
円
余
、
第
一
中
学
校

プ
ー
ル
循
環
ろ
過
装
置
の
更
新
工
事

費
９
０
０
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
増

額
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
市
税

お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を

増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
億
９
５
０
１
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
７
４
億
５
８
２

９
万
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年
度
内

に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
第
２

庁
舎
外
壁
改
修
事
業
な
ど
11
事
業
に

つ
き
ま
し
て
、
繰
越
明
許
費
を
設
定

し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま

し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

医
療
費
の
増
加
に
伴
う
、
一
般
被

保
険
者
療
養
給
付
費
６
１
７
８
万
円

余
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
２
４
０
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
47
億
８
１
５
８
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

下
水
道
管
渠
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

繰
越
限
度
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

利
用
実
績
の
増
加
に
伴
う
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
１
８
２
３
万

円
余
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
９
０
３
万
９
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
を
37
億
２
４
７
２

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

市

民

の

健

康

づ

く

り

平

成

29

年

度

予

算

３月定例市議会報告

平

成

28

年

度

予

算
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■
後
期
高
齢
者
医
療
費
特
別
会
計
補

正
予
算

　

保
険
料
軽
減
の
対
象
者
の
増
加
等

に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
27
万
３
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
３
億
８
０
１
６
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
控
除
対
象
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
指
定
申
出
書
が
提
出

さ
れ
た
際
の
周
知
方
法
を
変
更
す
る

ほ
か
、
役
員
報
酬
規
程
等
の
備

そ
な
え
お
き置

期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
期
限
を
延
長
す
る
ほ
か
、

法
人
税
割
の
税
率
引
下
げ
お
よ
び
軽

自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
導
入
の

時
期
を
延
長
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　

特
別
医
療
費
助
成
の
う
ち
特
定
疾

病
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
小
児
の
助
成

対
象
と
し
て
、
訪
問
看
護
に
係
る
経

費
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正

　

上
道
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
余
子
児

童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

学
年
を
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
う
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
介

護
保
険
料
率
の
特
例
の
判
定
に
用
い

る
所
得
指
標
の
見
直
し
等
を
行
い
ま

し
た
。

■
境
港
市
介
護
予
防
事
業
の
手
数
料

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
対
象

者
お
よ
び
対
象
事
業
を
変
更
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
手
数
料
を
設
定
し

ま
し
た
。

■
境
港
市
と
鳥
取
県
と
の
間
の
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術

の
共
同
化
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に

関
す
る
規
約
を
定
め
る
協
議
に
つ
い

て■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
境
港
ふ
る
さ
と

商
品
券
の
販
売
料
収
納
が
見
込
め
な

い
事
案
一
件
に
対
す
る
請
求
の
権
利

を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
人
権
擁
護
委
員
に
永
見
和
子
さ
ん
、

小
灘
惠
美
子
さ
ん
、
木
下
美
和
子
さ

ん
を
推
薦

専
決
処
分
の
承
認
等

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
月
23
日
お
よ
び
24
日
の
積
雪
対

応
と
し
て
行
っ
た
、
市
道
の
除
雪
経

費
９
０
８
万
５
千
円
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
基
金

繰
入
金
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１

６
９
億
６
３
２
７
万
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

陳
情
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正

　

賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
と
地
域

　

経
済
の
振
興
を
求
め
る
陳
情

◇
希
望
者
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

　

配
布
を
求
め
る
陳
情

■
継
続
審
査

◇
「
沖
縄
の
声
に
共
鳴
し
て
地
方
自

　

治
の
堅
持
を
日
本
政
府
に
求
め
る

　

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

◇
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
（
共
謀

　

罪
）
の
創
設
に
反
対
す
る
陳
情

市報さかいみなと　10



 
 
 

　無料観光アプリ

  　『縁むすびスマートナビ』の
　　　　　　　　　　　　配信を開始しました！
　観光客の皆さんが周遊しやすいように、日本語・英語に対応した
スマートフォン用観光案内アプリを中海・宍道湖・大山圏域で統一
して整備し、４月から配信しています。
　利用するには専用のアプリケーションをダウンロードする必要が
あります。

▼問い合わせ先
　中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局（☎０８５２－５５－５０５６）

11　平成２９年４月



～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

《 
境
港
マ
リ
ン
バ
ー
ド 

》

　
　
　
　
　

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
は
、
小
学
校
高
学
年
の
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と

は
「
走
る
・
投
げ
る
・
跳
ぶ
」
の
３
要
素
が

揃
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
心
も
体
も
強
く
な
り
ま

す
。
市
内
７
校
の
男
女
23
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
通
常
練
習

　

主
に
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８

時
、
第
２
市
民
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
各
種
大
会

・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
（
６
月
）

・
全
国
大
会
（
７
月
）

・
中
国
大
会
（
10
月
）

・
キ
タ
イ
カ
ッ
プ
（
11
月
）

・
山
陰
選
抜
大
会
（
12
月
）

・
か
つ
お
カ
ッ
プ
（
１
月
）

・
Ｕ

－

12
倉
敷
大
会
（
１
月
）

・
中
四
国
大
会
（
２
月
）

・
城
下
町
大
会
（
３
月
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

マ
リ
ン
バ
ー
ド
は
、
学
校
や
学
年
が
違
っ

て
も
と
て
も
仲
の
い
い
チ
ー
ム
で
す
。
一
緒

に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

境
港
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
境
高
校
出
身
の
日
本
代
表
、
高こ

う

智ち

海か
い

吏り

選
手
の
よ
う
に
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

境
港
マ
リ
ン
バ
ー
ド　

濵
口
み
ゆ
き

　
　
（
☎
０
９
０
‐
５
７
７
８
‐
７
２
０
７
）

 みなとでＳｅａ級グルメに舌鼓
　第３回境港おさかなロード大漁祭

　第３回境港おさかなロード大漁祭が、３月１８日（土）、

１９日（日）の２日間、境水道沿いの岸壁で開催されました。

　今年で３回目となるこのイベントは、おさかなオブジェ

が並ぶ「おさかなロード」のＰＲと海岸通りの賑わい創出

を目的としています。

　ステージイベントなどのほか、メインとなる「Ｓｅａ級

グルメコンテスト」では、境港とその周辺地域の食材を使っ

た「Ｓｅａ（海）」にまつわる食が参戦し、来場者はそれ

ぞれを食べ比べ、お気に入りの一品に投票していました。

 市民体育館、待望の利用再開
　市民体育館の耐震改修工事が終了し利用再開

　耐震強度不足により、平成２７年２月から使用を停止し

ていた市民体育館ですが、耐震改修工事が終了し、４月よ

り利用を再開しました。

　この耐震改修工事により、内観、外観もきれいになり、

前庭のターゲットバードゴルフ場も一新されるなど、より

楽しめる施設となりました。

　市民の皆さんも、市民体育館を上手に利用し、日頃から

の健康増進につとめましょう。

市報さかいみなと　12



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 春のみなとを眺めながら快走
　第２回境港カニカニマラソン大会

　今年で２回目となる境港カニカニマラソン大会が、３月

５日（日）に境水道沿いで開催されました。

　大会は１．５キロ、３キロ、８キロの３コース・５部門

で行われ、県内外から約３８０人のランナーが参加しまし

た。

　この日は、春らしい朗らかな天気となり、仮装して走っ

たり、親子で仲良く走ったりと、参加者は思い思いのペー

スでコースを駆け抜けていました。

 夢のみなと 完成へ向け期待
　竹内南地区貨客船ターミナル着工記念式

　平成３１年度の完成をめざし、今後、事業が本格化する

境港外港竹内南地区貨客船ターミナル整備事業の着工記念

式が、３月１２日（日）に夢みなとタワーで行われました。

　この事業により、大型クルーズ客船やＲ
ロ ー ロ ー

ＯＲＯ船
せん

に対応

した岸壁やターミナルビルが整備され、近年急増している

クルーズ客船への対応や、物流の効率化が見込まれます。

　式典には関係者ら約２００人が出席し、くわ入れやくす

玉割り、聖心幼稚園の子ども達による歌の披露などで工事

の着工を祝いました。

市報で皆さんのグループの活動を
　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、市内で活動されているグループを紹介しています。

　皆さんのグループ活動を、市民の皆さんに広く知っていただく、一助となればと考えています。

　芸術、スポーツ、ボランティアなど、市内で活動されているグループはもちろん、各地区の公民館

で活動されているサークルの皆さんも大歓迎です！

　ご要望があれば、活動の取材にも伺いますので、お気軽にお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaimianto.lg.jp

13　平成２９年４月



情報あらかると

聖歌（青山学院大学

間島記念図書館所蔵）

聖歌（青山学学院大学院

間島記記間島記間 念図書念図書念図書館所蔵館所蔵館所 ））

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
憲
貞
は
、
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
４
年
（
１
８
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
）
会
見
郡
境
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
・
末
広
町
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
国
三
郎
の
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
と
し
て
生
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

初し
ょ

名め
い

は
又
治
郎
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
い
ま
し
た
。

　

憲
貞
は
藩
政
の
終
わ
り
と
新
政
の
始
ま

り
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
多
感
な
青
年

期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
が
誕
生
し
、

境
村
は
境
町
に
改
め
ら
れ
、
境

さ
か
い

港こ
う

に
は
汽

船
が
出
入
り
し
、
大
阪
や
隠
岐
へ
の
定
期

航
路
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
活
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に
は
無
料
の

新
聞
閲
覧
所
を
開
設
し
、
新
聞
購
読
の
普

及
に
努
め
た
り
、「
境
村
誌
」
を
編
集
出

版
す
る
な
ど
郷
土
の
文
化
向
上
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　

明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
は
、
和
漢

書
千
余
冊
で
県
内
で
初
め
て
の
私
立
境
図

書
館
を
開
館
し
て
い
ま
す
。
無
届
け
で

あ
っ
た
た
め
、
５
年
間
で
閉
じ
ま
す
が
、

開
館
中
に
は
東
京
や
京
都
の
大
学
図
書
館

を
は
じ
め
、
各
地
の
公
私
図
書
館
と
交
流

し
た
り
、
出
版
資
料
の
送
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
実
上
、
鳥
取
県
で
最
初
に
開
か

れ
文
化
活
動
等
を
行
な
っ
た
図
書
館
で
あ

り
、
山
陰
の
図
書
館
史
上
、
評
価
に
値
し

誇
れ
る
も
の
で
し
た
。
体
面
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
先
進
的
な
考
え
を
す
ぐ
実
行
に
移
し

て
い
く
境
港
人
の
人
柄
の
一
面
を
し
の
ば

せ
ま
す
。

　

ま
た
、
憲
貞
は
現
在
の
境
地
区
あ
た
り

の
出
来
事
を
実
地
検
分
し
て
詳
細
に
記
録

し
た
、「
伯
耆
国
境
村
誌
」「
光
祐
寺
縁
起
」

を
は
じ
め
、
代
表
作
で
あ
る
「
境
港
獨
ひ
と
り

案

内
」「
境
港
沿
革
史
」「
境

さ
か
い

興こ
う

町
ち
ょ
う

五
拾
年
史
」

な
ど
を
書
き
残
し
ま
す
。
約
30
冊
に
及
ぶ

こ
れ
ら
の
郷
土
史
書
は
、
境
港
の
歴
史
を

調
べ
る
に
当
た
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な
文

化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
郷
土
を
愛
し
、
文
学
を
好
み
、
博
学

で
記
憶
力
が
良
く
、
特
に
郷
土
の
歴
史
に

精
通
す
る
第
一
人
者
で
あ
る
」
と
、
郷
土

史
発
行
当
時
の
境
町
長
・
木
村
虎
治
郎
は

讃
え
て
い
ま
す
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
）、
憲
貞
は
自

宅
に
て
71
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。　

 （
参
考
）「
境
港
市
史
」「
鳥
取
県
書
画
百

芸
名
人
集
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（
1313
））　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
小小ここ

泉泉
い
ず
み

い
ず
み  

憲憲の
り
の
り

貞貞さ
だ
さ
だ

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　春の全国交通安全運動が全国一斉に実施されます。こ

の運動の重点は次の４点です。

○子どもと高齢者の交通事故防止

　運転者は、子どもが独りで通行しているときや高齢者

が通行しているときは、歩行者との間に安全な間隔を空

け、徐行するなど歩行者を優先した思いやり運転をしま

しょう。

○歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

　道路を通行するときは、決められた交通規則を守り、

周りの歩行者や車の動きに注意し、相手に対する思いや

りの気持ちを持って行動しましょう。

○後部座席を含めた座席シートベルトとチャイルドシー

　トの着用徹底

　シートベルトは、交通事故の際の被害を大幅に軽減す

るなどの効果がありますので、正しく着用しましょう。

○飲酒運転の根絶

　酒を飲んだのが前夜であっても、翌朝の運転時まで酒

の影響があることに注意しましょう。　　

　交通規則は、みんなが道路を安全、円滑に通行するう

えで守るべき共通の約束事として決められているもので

すので、交通規則をお互いに守りましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

春の全国交通安全運動（４月６日～１５日）

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　今月は、消防団についてご紹介します。

＜消防団とは＞

　消防団は、それぞれの市町村に設置される消防機関で

す。消防団員は、それぞれ仕事をもちながら「自分たち

の地域は、自分たちで守る」という精神に基づき、市民

の生命、身体、財産を守るために活躍しています。

　消防団員を雇用する事業所におかれましては、消防団

活動への一層の理解と協力をお願いします。

＜消防団と消防署の違い＞

　消防団は、地域住民が団員となり構成されています。

地域事情に精通していることや、住民に近い関係での活

動など、消防署職員とは異なる強みがあります。

＜平常時の活動＞

　火災予防運動、教育訓練、機械器具の点検など。

＜災害発生時の活動＞

　消火活動、救助活動、避難誘導、警備警戒など。

＜消防団員を募集しています＞

　境港市消防団は、団本部の下、地区ごとに編成する６

つの分団があります。男女を問わず団員を募集していま

すので、お気軽にお問い合わせください。

◎入団資格

　市内に居住・勤務する１８歳以上の健康な人

13日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

地域での防災（消防団）

境港沿革史

小泉憲貞肖像

市報さかいみなと　14



情報あらかると

【事例】

　携帯電話に「有料動画サイトの未納料金があります。

本日連絡がない場合、法的措置に移ります。至急連絡く

ださい」というＳＭＳが届いた。実在する業者が送付元

のようだが請求に心当たりがない。記載されている電話

番号に問い合わせた方がよいか。

※ＳＭＳとは、メールアドレスではなく携帯電話番号を

宛先に送受信するショートメッセージサービスのこと。

【アドバイス】

○全国の消費生活センターには同様の相談が寄せられて

　います。

○詐欺的な行為を行う者が、事例のように実在する事業

　者の名前をかたる場合があります。事業者の名前に聞

　き覚えがあっても安易に信用せず、内容をよく確認し

　ましょう。

○不安を感じて慌てて記載の番号に電話をかけると、巧

　みに説き伏せられ、早急な支払いを求められます。同

　様のＳＭＳが届いた場合、記載の番号に電話をかけて

　はいけません。

○一度でも支払ってしまうと、さらに請求される恐れが

　あります。根拠のない請求に応じてはいけません。

○ＳＭＳで心当たりのない請求を受けて不安を感じた時

　はご相談ください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

ＳＭＳを用いた
　　　　不審な請求に注意ください

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

179消費生活相談室です消費生活相談室です

　予防接種法で現在、接種勧奨されている子どもの予

防接種は、９種類のワクチンで２５回分あります。生

後２カ月から始まり、１３歳までに接種しますが、医

療機関で個別に申し込む必要があるため、接種を忘れ

てしまう人もあるようです。

　ワクチンで予防可能な感染症は、感染して重症化す

ると、障がいがあらわれることや命にかかわることも

あります。

　ワクチン毎に決められた接種期間を過ぎた場合は、

有料となりますので、忘れないように、適切な時期に

かかりつけ医と相談のうえ、接種してください。

　２歳までは、短期間に多くのワクチンが接種勧奨さ

れているため、接種漏れは少ないのですが、５歳（年

長児）、９歳（小学 4年生）、１１歳（小学６年生）か

ら接種が始まるワクチンの接種に気づかない人が比較

的多い傾向ですので、母子健康手帳で確認してくださ

い。

　接種の順番などご不明な点は、かかりつけ医や市役

所にご相談ください。転入時や、予診票の再交付につ

いては、母子健康手帳を持参のうえ、健康推進課へお

越しください。

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

保健師の
　ちょっと一言

お子さんの予防接種はお済みですか？

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 164

人権とは？

　人権って、よく分からない、堅苦しい、難しいって

思っていませんか？でも、人権って簡単でとても大切

なことなのです。

　「人権」とは英語の“H
ヒュ ー マ ン

uman R
ラ イ ツ

ights”を和訳した

もので、Rightsには「正しい」という意味もあります。

したがって、「人権」は「人として正しいこと」とい

う意味になります。そして、世の中の全ての人が生ま

れながらにして人権を持っているのです。

　今年度も下記のように学習講座を予定しています。

どうぞ気軽にお出かけいただき、人権の心を感じてく

ださい。

【人権学習講座の開催時期】

◇市人権教育推進協議会総会後の講座　５月下旬

◇人権学習地区巡回講座

　余子・外江・境・上道地区で開催します。

◇夏の講座　７月下旬

◇人権ふれあいフェスティバル　１２月１０日（日）

◇冬の講座　来年２月頃

　  人ＫＥＮまもる君　　  人ＫＥＮあゆみちゃん

【人権イメージキャラクター】

15　平成２９年４月



原
子
力
災
害
時
に
お
け
る

広
域
住
民
避
難
先
の
見
直
し

　

万
が
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
県
東
部

へ
避
難
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
避
難
先
を
全
面
的
に

見
直
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
今
月
の
市
報
に
折
り
込

ん
で
い
る
「
鳥
取
県
原
子
力
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
見
直
し
理
由

◇
避
難
先
施
設
の
収
容
基
準
等
の
変

　

更
◇
人
口
変
動
に
よ
る
避
難
先
の
調
整

▼
見
直
し
内
容

◇
避
難
先
施
設
の
変
更

◇
中
野
、
竹
内
町
は
、
区
ご
と
に
避

　

難
先
施
設
を
指
定

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

新
生
児
聴
覚
検
査
の
費
用
助
成

　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
耳
の
聞
こ
え
を
確
認
す
る
た
め
、

ご
出
産
さ
れ
た
産
院
等
で
赤
ち
ゃ
ん

が
眠
っ
て
い
る
間
に
行
う
短
時
間
の

検
査
で
す
。
検
査
を
行
う
こ
と
で
、

早
期
に
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
よ
り
、
こ
の
検
査
費
用

に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
、
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

今
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
ど
も

▼
助
成
額　

２
千
円
を
上
限
に
助
成

※
初
回
検
査
に
限
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

『
境
港
市
の
文
化
財
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
発
刊

　

市
内
に
残
る
文
化
財
を
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
冊
子
を
発
刊
し
ま
し

た
。
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
３
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

 市税等の納付は、
　　　簡単・便利な口座振替で！
　市税や使用料の納付には、口座振替がとても便利です。納め忘

れの心配もなく、納付に出かける手間も省けます。郵送や市役所

窓口でも手続きができますので、まだ手続きがお済みでない人は、

ぜひ便利な口座振替を利用しましょう。

○申し込み方法は次の２つの方法があります。

※口座振替依頼書・返信用封筒（郵送料無料）は市役所窓口また

は金融機関に用意してあります。

▼取扱金融機関

　山陰合同銀行、鳥取銀行、島根銀行、米子信用金庫、鳥取西部

農業協同組合、鳥取県信用漁業協同組合連合会、ゆうちょ銀行（郵

便局）

▼問い合わせ先　出納室　（☎４７－１０７９）

市役所へ申し込む方法

　市提出用の口座振替依頼書に必要事項を記入・押印（金融　

機関届出印）し、返信用封筒（郵送料無料）に入れて、郵送す

るか、市役所窓口に提出してください。

金融機関の窓口で直接申し込む方法

　預貯金口座のある金融機関に、次のものをご持参ください。

　◇納税（入）義務者の印章

　◇預貯金通帳および通帳の届出印

市報さかいみなと　16



協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
変
更

　

鳥
取
支
部
の
健
康
保
険
料
率
お
よ

び
介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
が

平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
率

◇
健
康
保
険
料
率

　

９
・
99
％
（
現
行
９
・
96
％
）

◇
介
護
保
険
料
率

　

１
・
65
％
（
現
行
１
・
58
％
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部　

企
画
総

務
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
０
８
５
７
‐
25
‐
０
０
５
１
）

就

学

援

助

制

度

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
で
、
経

済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
世
帯

に
、
学
用
品
費
・
校
外
活
動
費
（
修

学
旅
行
費
等
）・
給
食
費
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

▼
対　

象

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
っ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

奨

学

資

金

貸

付

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
内
容
を
確
認
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
お

よ
び
通
信
制
の
各
課
程
に
在
籍
し
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
人
で
、
本
市
に
３
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
付
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港

雇
用
保
険
給
付
・
適
用
業
務

巡
回
時
間
の
変
更

　

現
在
実
施
し
て
い
る
雇
用
保
険
給

付
と
事
業
主
向
け
の
雇
用
保
険
の
適

用
業
務
（
受
付
）
の
利
用
時
間
が
４

月
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

▼
巡
回
時
間
（
変
更
後
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
巡
回
す
る
曜
日
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。（
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
３
９
１
１
）

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
左
表
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間

16
時
間
を
上
限
に
、
利
用
料
の
５
割

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
ま
た
は
、

入
院
中
の
期
間
は
対
象
外
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
、
長
寿
社
会
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

▼
対　

象　

70
歳
以
上
で
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
章

【
在
宅
老
人
介
護
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

紙
お
む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
て
い
る
人
で
、

お
む
つ
使
用
者
、
介
護
者
が
共
に
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額　

月
額
１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は
、

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０
円

分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
】

　

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
に
、
部
屋

や
浴
室
、ト
イ
レ
な
ど
の
増
改
築（
新

築
は
除
く
）
を
す
る
同
居
親
族
の
人

に
対
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
整
備
す
る
住
宅
が
、
借
受
人
の
所 

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
完
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
所
得
割
が

課
税
で
、
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
は
、

連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

来
年
１
月
31
日

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利　

率　

０
・
１
％
（
２
月
現
在
）

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
期
限

　

10
年
以
内
で
半
年
賦
償
還
で
す
。

（
３
月
・
９
月
支
払
い
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

対象サービス 助成後の
利用者負担金

外出時の援助（外出・散歩の付き添い）
家周りや墓地の手入れ（除草等）
季節ものの入れ替え（ストーブ・衣類等）
家屋内の整理（掃除等）
台風等の自然災害への防備等

1時間当たり
４０５円

庭木のせん定（生垣、植木等）
軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等）

1時間当たり
５７８円

◎主な対象サービスと利用者負担金

17　平成２９年４月



informationinformation

高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
、
各
地
区
の
民
生
委
員
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
高
齢
者
の
実
態
調
査
お

よ
び
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
登
録
す
る
た
め
の
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
１
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
対
象
と
思
わ
れ
る
ご

家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や
健

康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

※
訪
問
す
る
民
生
委
員
は
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
目
的

◇
高
齢
者
実
態
調
査

　
　

病
気
な
ど
の
緊
急
時
や
支
援
が

　

必
要
な
場
合
に
、
市
に
よ
る
安
否

　

確
認
や
関
係
者
へ
の
連
絡
・
対
応

　

に
活
用
し
ま
す
。

◇
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　
　

災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な

　

高
齢
者
を
事
前
に
把
握
し
、
情
報

　

提
供
に
同
意
の
あ
っ
た
場
合
に
地

　

域
に
情
報
提
供
し
、
災
害
時
の
避

　

難
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
促
進

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ

ク

チ

ン

接

種

　

対
象
の
年
齢
に
な
る
人
に
は
、
３

月
末
に
、
接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
医
療
機

関
に
直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
30
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が

65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
、

１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

に
限
る
。

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
28
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

転
入
さ
れ
た
人
な
ど
、
対
象
者
で

接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

風
し
ん
予
防
接
種
助
成
・

無
料
抗
体
価
検
査

【
無
料
風
し
ん
抗
体
価
検
査
】

　

委
託
医
療
機
関
や
米
子
保
健
所
で

は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

同
居
者
で
、
予
防
接
種
や
検
査
歴
の

無
い
人
を
対
象
に
、
抗
体
価
検
査
を

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
風
し
ん
予
防
接
種
費
の
助
成
】

▼
対　

象

◇
妊
娠
を
希
望
す
る
昭
和
43
年
４
月　

　

１
日
〜
平
成
11
年
３
月
31
日
生
ま

　

れ
の
女
性
で
、
検
査
の
結
果
風
し

　

ん
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人

◇
妊
婦
の
夫

▼
助
成
額　

上
限
８
千
円

▼
期　

間　

来
年
３
月
31
日
ま
で

▼
交
付
の
方
法

　

自
費
で
の
接
種
後
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
、
助
成
額
を
支
給
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

◇
米
子
保
健
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
１
７
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
費
補
助

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
含
む
）
購
入
費
用
の
一
部
補

助
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳
未
満
児
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
回
限
り

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入
費

用
の
２
分
の
１
（
５
千
円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
購
入
後
、

１
年
以
内
に
自
治
防
災
課
（
本
庁
２

階
）
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
領
収
書
（
申
請
者
、
金
額
、
品
名
、

　

日
付
、
販
売
店
名
の
記
載
の
あ
る

　

も
の
）

◇
印
章

◇
申
請
者
の
通
帳

※
補
助
金
の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

寡
か

婦
ふ

（夫）控除のみなし適用を行います

　婚姻歴のない未婚のひとり親家庭においては、税法上の寡婦（夫）控

除が適用されません。

　このため、市ではひとり親家庭の子育て支援として、未婚のひとり親

家庭における保護者の経済的負担を軽減し、生活の安定が図れるよう、

子育て支援事業について寡婦（夫）控除のみなし適用を実施しています。

▼対　象

　婚姻歴のない未婚の母または父（２０歳未満の子どもを有する）

▼対象事業・問い合わせ先一覧

※適用を受けるには、事前申請が必要です。

※適用を行っても、負担金等が変わらない場合があります。

※詳細はお問い合わせください。

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

対　象　事　業 事業の問い合わせ先

１ 保育園・認定こども園保護者負担金（保育料）

子育て支援課

児童係

（☎４７－１０４６）

２ 病児・病後児保育保護者負担金

３ 休日保育保護者負担金

４ 延長保育保護者負担金

５ 就園奨励費

６ ひとり親家庭入学支度金

子育て支援課

育児支援係

（☎４７－１０７７）

７
ファミリー ･サポート ･センターひとり親家
庭等利用料助成金

８ 母子家庭等高等職業訓練促進給付金等

９ 災害遺児手当

10
短期入所生活援助（ショートステイ等）施設
利用料

11 助産施設利用料

12 母子生活支援施設利用料

13 産後ケア事業利用者負担金
健康推進課母子保健係
（☎４７－１０４０）

市報さかいみなと　18



高
齢
者
等
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

▼
対　

象

　

有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
市
民

※
こ
れ
ま
で
は
65
歳
以
上
の
人
が
対

象
で
し
た
が
、
今
年
４
月
か
ら
年
齢

要
件
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
２

冊
（
１
冊
60
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
に
お

　

い
て
自
主
返
納
し
た
と
き
に
交
付

　

さ
れ
る
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免

　

許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
ま
た

　

は
、
運
転
免
許
経
歴
書
の
写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取

消
日
ま
た
は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

※
年
齢
要
件
を
撤
廃
し
た
こ
と
に
伴

う
経
過
措
置
と
し
て
、
今
年
１
月
１

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
自
主
返
納

さ
れ
た
人
は
、
５
月
31
日
（
水
）
ま

で
申
請
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
へ
、
通
院
等
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

▼
交
付
枚
数　

１
カ
月
４
枚

※
年
間
48
枚
を
限
度

▼
持
参
す
る
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育

手
帳
、
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
各
種
支
援
制
度

　

市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
と
し
て
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
校
入

学
者
に
対
し
、
支
度
金
を
支
給
し
ま

す
。

▼
対　

象

◇
申
請
日
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、

　

４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

◇
平
成
27
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が
非

　

課
税
の
人
（
た
だ
し
生
活
保
護
法

　

に
よ
る
教
育
扶
助
対
象
者
は
除
く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

（
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
）、
印
章
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に

て
配
布
す
る
予
定
で
す
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
平
成
27
年
分
の
所
得

の
分
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必
要

で
す
。

▼
申
請
期
限　

４
月
28
日
（
金
）

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
事
業
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が

就
業
す
る
際
に
有
利
で
あ
り
、
か
つ
、

生
活
の
安
定
に
役
立
つ
資
格
の
取
得

を
促
進
す
る
た
め
の
費
用
を
支
給
し

ま
す
。

▼
対　

象

◇
市
内
在
住
の
人

◇
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
水

　

準
に
あ
る
人

◇
１
年
以
上
の
養
成
機
関
で
修
業
し
、

　

対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る

　

人
◇
仕
事
や
育
児
と
学
業
の
両
立
が
難

　

し
い
人

◇
過
去
に
本
事
業
ま
た
は
、
同
種
の

　

事
業
を
利
用
し
て
い
な
い
人

▼
対
象
資
格

　

看
護
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
理
・

美
容
師
、
歯
科
衛
生
士
、
社
会
福
祉

士
、
製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
な
ど
就

業
に
結
び
つ
く
資
格

▼
支
給
金
額
お
よ
び
支
給
期
間
等

※
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

は
、
１
年
以
上
の
養
成
機
関
に
修
業

し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が

経
済
的
な
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め

に
、
受
講
さ
れ
た
講
座
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
座
を
受
講
さ
れ
る
前
に

審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

◇
市
内
在
住
者

◇
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は
同

　

等
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

▼
助
成
額　

受
講
料
の
６
割
相
当
分

※
上
限
は
20
万
円
で
す
。
助
成
額
が

１
万
２
千
円
以
下
と
な
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
あ
り
、

一
般
教
育
訓
練
給
付
（
受
講
料
の
２

割
相
当

：

上
限
10
万
円
）
の
支
給
を

受
け
る
人
に
対
し
て
も
、
受
講
料
の

６
割
相
当
（
上
限
20
万
円
）
と
の
差

額
（
訓
練
受
講
料
の
４
割
相
当
額
）

を
上
乗
せ
し
て
支
給
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
の
国
の
予
算
の
決
定

に
よ
り
、
支
給
要
件
等
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
す
べ
て
の
制
度
に
つ
い
て
の
申

請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
上
の
計
量
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
の
定
期
検
査
を
下
記

の
日
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
計
量
器

を
お
持
ち
の
人
は
い
ず
れ
か
の
日
に

検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
24
日
（
月
）、
27
日
（
木
）、

５
月
９
日
（
火
）、
12
日
（
金
）、
16

日
（
火
）、
19
日
（
金
）

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
別
館
車
庫

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
く
ら
し
の
安
心
推
進
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
６
０
１
）

informationinformation

高等職業訓練

促進給付金

高等職業訓練

修了支援給付金

支
給
額

市民税

非課税世帯
月額 100,000 円 50,000 円

市民税

課税世帯
月額 70,500 円 25,000 円

支給期間等
修業期間の

全期間
修了日以降
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informationinformation

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
市
町
村
ご
と
に
委
嘱
さ
れ
、
無
償

で
皆
さ
ん
か
ら
国
の
行
政
機
関
等
の

仕
事
に
つ
い
て
の
要
望
や
暮
ら
し
の

困
り
ご
と
を
お
聴
き
し
、
解
決
の
た

め
の
助
言
や
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員

の
委
嘱
替
え
が
行
わ
れ
、
本
市
で
は
、

次
の
３
人
が
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
任
期
は
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

※
相
談
日
程
等
は
市
報
の
く
ら
し
の

相
談
日
（
今
月
は
27
ペ
ー
ジ
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員

◇
長な
が

榮え　

善ぜ
ん

二じ

郎ろ
う

さ
ん
（
末
広
町
）

◇
渡
辺　

は
る
み
さ
ん
（
栄
町
）

◇
湯ゆ

越ご
し　

敬け
い

さ
ん
（
中
野
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
５
５
４
２
）

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
助
成
制
度

　

安
易
な
飼
育
放
棄
な
ど
の
問
題
解

決
を
目
的
と
し
て
、（
公
社
）
鳥
取

県
獣
医
師
会
は
猫
の
不
妊
・
去
勢
奨

励
事
業
に
よ
る
手
術
費
の
助
成
を
行

い
ま
す
。
猫
の
適
正
飼
育
の
た
め
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

◇
不
妊
手
術　

４
千
円

◇
去
勢
手
術　

２
千
円

▼
助
成
予
定
頭
数

◇
１
頭
飼
育
者
・
複
数
飼
育
者
の
１

　

頭
目
の
猫　
　
　
　
　

１
０
０
頭

◇
複
数
飼
育
者
の
２
か
ら
５
頭
目
ま

　

で
の
猫　
　
　
　
　
　

１
０
０
頭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
で
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
申
し

込
み
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

切
手
を
貼
り
付
け
て
郵
送
す
る
か
、

鳥
取
県
獣
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

必
要
事
項
を
入
力
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
の
み

▼
申
込
期
限

　

５
月
10
日
（
水
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）
鳥
取
県
獣
医
師
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
53
‐
４
３
０
０
）

農
薬
の
使
用
と
処
分
は
適
正
に
！

　

農
薬
の
使
用
と
処
分
に
当
た
り
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
た
使
用
基

　

準
を
遵
守
す
る

◇
近
隣
住
民
に
事
前
に
通
知
し
た
上

　

で
、
飛
散
・
流
出
防
止
策
を
講
じ

　

る
な
ど
の
配
慮
を
行
う

◇
器
具
や
容
器
の
洗
浄
水
に
つ
い
て

　

も
畑
に
散
布
す
る
な
ど
、
河
川
に

　

農
薬
が
流
入
し
な
い
よ
う
十
分
注

　

意
す
る

◇
原
則
、
農
薬
は
す
べ
て
圃ほ

場
で
使

　

い
き
り
、
空
き
容
器
は
３
回
以
上

　

洗
浄
し
て
廃
棄
す
る

◇
処
分
す
る
場
合
、
購
入
店
や
処
理

　

業
者
に
相
談
し
適
切
に
行
う

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

農
業
委
員
会
情
報

【
畑
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
】

　

遊
休
農
地
の
解
消
と
担
い
手
農
家

等
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が
課
題
で

す
。

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
内
の
畑

を
「（
公
財
）
鳥
取
県
農
業
農
村
担

い
手
育
成
機
構
」
お
よ
び
「（
一
財
）

境
港
市
農
業
公
社
」
が
仲
介
し
て
、

特
産
で
あ
る
白
ね
ぎ
等
の
野
菜
栽
培

を
す
る
担
い
手
農
家
等
へ
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
畑

を
お
持
ち
の
人
や
畑
の
借
り
入
れ
を

希
望
さ
れ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
畑
の
飛
砂
防
止
に
つ
い
て
】

　

毎
年
春
に
な
る
と
強
風
に
よ
り
畑

地
の
飛
砂
が
住
宅
の
中
に
入
り
込
む

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
砂
を
防
止
す
る
た
め
防
砂

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
、
強
風
が
予
想
さ

れ
る
際
に
は
、
事
前
に
散
水
を
行
う

な
ど
の
飛
砂
防
止
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
畑
に
鶏
糞
等
の
肥
料
を

　
　
　
　
　

す
き
込
む
際
の
注
意
】

　

鶏
糞
等
の
肥
料
を
す
き
込
ま
な
い

ま
ま
畑
に
滞
留
さ
せ
る
と
、
悪
臭
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
肥
料
を
畑
に
搬

入
さ
れ
た
際
は
、
早
め
に
す
き
込
み

を
行
う
な
ど
悪
臭
防
止
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
工
房
】

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
手
作

り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
７
日
（
日
）
ま
で

の
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

▼
料　

金　

５
０
０
円
〜

※
作
家
さ
ん
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

玉た
ま

栄え

丸ま
る

慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
72
年
に
な
り

ま
す
。

  

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
忌
ま
わ
し
い

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ

　

境
港
市
大
正
町
玉
栄
丸
慰
霊
碑

※
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

催催  

しし
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夜
間
の
納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
28
日
（
金
）、５
月
31
日
（
水
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

済
生
会
境
港
総
合
病
院
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
21
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

２
階
会
議
室

▼
内　

容

◇
講　

演

　

手
根
管
症
候
群
に
つ
い
て　

〜
朝
、

　

手
が
し
び
れ
て
目
が
覚
め
ま
せ
ん

　

か
？
〜

◇
講　

師

　

津
田
公き
み

子こ

さ
ん（
整
形
外
科
部
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

境
港
菊
の
会
講
習
・
会
員
募
集

　

大
菊
作
り
の
初
心
者
講
習
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
境
港
菊
の
会
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
講
習
会
の
と
き
・
と
こ
ろ

▼
内　

容

　

大
菊
、
３
本
仕
立
て
、
ダ
ル
マ
作

り
、
福
助
作
り
等
の
作
り
方

▼
講　

師　

角す
み 

昇
の
ぼ
る

さ
ん

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
参
加
者
に
菊
苗
を
無
料
贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
菊
の
会　

角 

昇
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
３
３
４
０
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

４
月
はT

ト

レ

reG

ジ

ェ

ネ

en
e

の
皆
さ
ん
に
、

春
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
歌
声
を

届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
28
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

T

ト

レ

reG

ジ

ェ

ネ

en
e

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員　
　
　

１
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
月
）

▼
応
募
期
限　

４
月
20
日
（
木
）

▼
試
験
日

　

別
途
、
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

教
育
委
員
会
臨
時
職
員

【
①
学
校
指
導
補
助
員
】

▼
募
集
人
数　

３
人
程
度

▼
業
務
内
容　

学
習
等
の
支
援

▼
勤
務
時
間　

週
29
時
間
程
度

※
学
校
休
業
日
は
原
則
勤
務
な
し

【
②
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
】

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
業
務
内
容　

児
童
の
保
育
等

▼
勤
務
時
間

◇
通　

常　

週
15
時
間
程
度

◇
長
期
休
業
日　

週
30
時
間
程
度

【
③
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
】

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
業
務
内
容　

学
校
行
事
等
に
使
用

す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転

▼
勤
務
時
間

　

学
校
の
要
請
に
応
じ
不
定
期

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

▼
給
与
・
資
格
要
件
・
応
募
方
法
等

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

す
る
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
雇
用
期
間

　

契
約
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
（
更
新
有
り
）

▼
応
募
期
限

　

４
月
14
日
（
金
）
午
後
５
時

▼
試
験
日
（
面
接
）

　

別
途
、
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

informationinformation

とき ところ

４月２３日（日）

13：30
～

15：00

中央公民館
（市民会館２階）５月２８日（日）

６月１８日（日） 中浜公民館

８月０６日（日） 中央公民館
（市民会館２階）９月１０日（日）

募募  

集集

慰霊巡拝参加者を募集します
　平成２９年度慰霊巡拝の参加者を募集しています。

　先の大戦で親族を亡くされた遺族を対象に、厚生労働省が実施し

ます。参加旅費のうち、３分の１程度が国から補助されます。

▼実施地域

※詳細はお問い合わせください。日程は情勢などで変更の場合があります。

▼問い合わせ先　福祉課生活支援係（☎４７－１０４７）

地　域 応募締切 巡礼実施予定時期

旧ソ連

ハバロフスク地方 ４月下旬頃 ８月２０日（日）から１０日間

イルクーツク州 ４月下旬頃 ８月２７日（日）から１０日間

クラスノヤルスク地方 ５月中旬頃 ９月３日（日）から１０日間

沿海地方 ５月下旬頃 ９月２４日（日）から１０日間

中国 東北地方 ５月上旬頃 ９月５日（火）から１０日間

南方

東部ニューギニア ５月下旬頃 ９月２０日（水）から８日間

インドネシア ６月下旬頃 １０月４日（水）から１０日間

硫黄島（第１次） ６月下旬頃 １０月２４日（火）から２日間

トラック諸島 ６月下旬頃 １０月２６日（木）から８日間

硫黄島（第２次） １０月下旬頃 ２月２０日（火）から２日間

フィリピン １０月中旬頃 ２月１４日（水）から１０日間

マーシャル・ギルバート諸島 １０月中旬頃 ３月３日（土）から９日間

21　平成２９年４月



境
港
市
原
子
力
発
電
所

環
境
安
全
対
策
協
議
会
委
員

　

島
根
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
環
境

へ
の
影
響
、
安
全
対
策
、
ま
た
市
民

の
健
康
と
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た

め
に
設
置
す
る
境
港
市
原
子
力
発
電

所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
任　

期

　

任
命
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
平
日
昼

　

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

②
原
子
力
防
災
等
に
関
心
が
高
く
、

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
団
体

　

に
所
属
し
、
そ
の
団
体
か
ら
推
薦

　

を
受
け
た
人

※
所
属
・
推
薦
団
体
は
、
政
治
的
、

　

宗
教
的
ま
た
は
営
利
的
活
動
を
目

　

的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と
。

③
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
等
と
密

　

接
な
関
係
で
な
い
人

▼
会
議
開
催

　

年
１
〜
２
回
開
催
予
定

▼
応
募
方
法

　

指
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
自
治
防
災
課
窓
口
で
配
布
）

に
動
機
、
住
所
・
氏
名
・
団
体
か
ら

の
推
薦
等
、
必
要
事
項
を
明
記
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

４
月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

障
害
福
祉
計
画
策
定
委
員

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

安
心
し
て
、
地
域
で
暮
ら
せ
る
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
障
害
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
次

期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、
障

が
い
福
祉
に
関
心
の
あ
る
人

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
任　

期　

５
月
〜
来
年
３
月
31
日

▼
会
議
開
催　

４
回

▼
応
募
方
法

　
「
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
暮

ら
せ
る
社
会
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

４
０
０
字
程
度
の
作
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。）

※
選
考
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

４
月
24
日
（
月
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

　
　
　
　
　
　

FAX 

42
‐
５
９
８
７

第
27
回
境
港
市
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中

　

学
生
・
高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き

　

７
月
17
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

４
千
円

▼
申
し
込
み
期
間

　

４
月
26
日（
水
）〜
５
月
31
日（
水
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
農
園
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先

着
順
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者
（
１
世

帯
１
区
画
）

▼
利
用
料
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

親
子
で
野
菜
の
植
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
か
い
み
な
と
女
性
農
業
者
人
財

バ
ン
ク
が
農
作
業
の
指
導
を
し
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て

野
菜
作
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
期　

間　

５
月
中
旬
〜
10
月
末

▼
参
加
費　

１
組
２
千
円

※
苗
・
種
代
等
と
し
て

▼
申
込
期
限　

４
月
17
日
（
月
）

▼
定　

員　

先
着
20
組
程
度

▼
農
園
場
所　

文
化
ホ
ー
ル
東
側

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

・
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

・
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格（
一
人
親
世
帯
等
優
先
・

高
齢
者
世
帯
等
優
先
）

　

一
人
親
世
帯
等
の
人
お
よ
び
高
齢

者
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入
居
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
〜
12
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

４
月
17
日
（
月
）

▼
入
居
可
能
日　

５
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

informationinformation

団地名
夕顔団地

（高松町 937-4）

夕顔団地

（誠道町 217）

夕顔団地

（誠道町 217）

夕顔団地

（誠道町 218）

種　別 高齢者世帯等優先 一　般 一人親世帯等優先 一　般

建設年度 平成 3年 平成 4年 平成 4年 平成 5年

構　造 鉄筋・３階建 鉄筋・３階建 鉄筋・３階建 鉄筋・３階建

募集住戸 3B 棟 1 号（１階） 4B 棟 33 号（３階） 4B 棟 36 号（３階） 5B 棟 11 号（２階）

間取り等
３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

２ＤＫ

６畳（２）

２ＤＫ

６畳（２）

家賃（円） 19,100 ～ 37,500 20,000 ～ 39,300 16,100 ～ 31,700 16,400 ～ 32,200

市報さかいみなと　22



informationinformation

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
日
）

◇
集　

合　

午
前
９
時
40
分

◇
解　

散　

午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内　

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

メ
ー
ル
に
て
、
す
べ
て
の
参
加
者
の

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
は
が
き
は
、
１
枚

で
２
人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

４
月
13
日
（
木
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
無
料

◇
昼
食
は
ご
用
意
し
ま
す
。

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

  

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

FAX 

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mail

genshiryoku-anzen@
pref.tottori.jp

第
35
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

記
念
大
会
（
６
人
制
）

▼
と　

き　

５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

市
民
体
育
館
（
第
１
・
第
２
）

▼
種　

目　

男
女
混
合
の
部

※
１
チ
ー
ム
７
人
以
上
で
編
成

▼
参
加
費
（
保
険
料
含
む
）

　

３
千
円

※
今
大
会
は
記
念
大
会
と
し
て
「
仮

装
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。希
望
チ
ー

ム
は
、
仮
装
し
て
プ
レ
ー
を
行
い
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
日
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
会
事
務
局　

角
英
幸
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
６
３
８
‐
５
５
６
８
）

中
海
ペ
ー
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出

場

チ

ー

ム

　

例
年
開
催
し
て
い
る
「
こ
ど
も

ペ
ー
ロ
ン
大
会
」
や
「
自
治
会
対
抗

ペ
ー
ロ
ン
大
会
」
を
統
合
し
た
「
中

海
ペ
ー
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
要
項
な
ど
詳
し
く
は
、
境
港

ペ
ー
ロ
ン
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

５
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ

　

中
浜
港
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
市
民
艇

庫
前
）

▼
部　

門

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一

般
の
部
、
自
治
会
で
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費

◇
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料

◇
一
般
の
部　
　

１
チ
ー
ム
１
万
円

◇
自
治
会　
　
　

１
チ
ー
ム
２
万
円

※
小
学
生
（
親
子
）
と
中
学
生
は
、

少
人
数
で
も
申
し
込
み
が
出
来
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

平
松
謙
治
さ
ん

☎
０
９
０
‐
３
７
４
８
‐
２
４
６
７

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.chukai.ne.jp/̃kenzi/

pe-ron/index.htm

中

国

語

講

座

　

初
歩
的
な
中
国
語
講
座
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
の
人
、
中

国
語
習
得
に
再
挑
戦
し
た
い
人
な
ど

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
10
時

※
祝
日
は
休
講
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
中
国
文
化
研
究
会　

門
脇
京

子
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
６
５
３
‐
８
７
８
２
）

コース 曜日 時間
募集
人員

ところ 期　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 14:00

～

15:30

10 人 いきいき
リハビリセンター
（さかい幸朋苑内）

5月 8日

～

9 月 29 日

週１回
（計20回）

火 10 人

② 介護予防コース 木
10:00

～

11:30
20 人

浜の里
（老人福祉センター）

③ 体操コース 金
14:00

～

15:30
20 人 保健相談センター

④
フィットネス
Ａコース

火

10:00

～

11:30

20 人
浜の里
（老人福祉センター

⑤
フィットネス
Ｂコース

金 20 人 保健相談センター

⑥ アクアコース 金 15 人 市民温水プール

◎トレーニング日程・場所

※内容など、詳細についてはお問い合わせください。

　市では、健康でいつまでも「自分らしく」生活できるよう

に、介護予防筋力向上トレーニング事業を実施しています。

　元気な身体づくりを積極的に取り組み健康寿命を延ばし、

生きがいを持っていきいきと過ごしていきましょう。

▼対　象　

　６５歳以上で、日常生活で足腰が弱くなり、介護予防が必

要と感じている人。ただし、要介護１～５の認定を受けてい

る人は、参加できません。

※要支援１・２の被認定者は、①～③コースのみ参加可

※要支援１・２の被認定者や、ここ３カ月以内の入院や運動

を含む日常生活の制限などがある人は、主治医診断書が必要

です。（診断書の費用は自己負担です。）

▼参加費　１回２００円

※①、④のコースは送迎があります。必要な人はご相談くだ

さい。別途片道４０円が必要です。

▼申込期間　４月３日（月）～１４日（金）

※申し込み多数の場合、新規参加者を優先します。

▼申し込み・問い合わせ先

　長寿社会課地域包括支援センター　（☎４７－１１３１）

介護予防筋力向上トレーニング事業 参加者募集！
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美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ「カレンダー作り」】

　オリジナルカレンダーをつくろう！

▼と　き　４月２７日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

【子ども花まつり】

▼と　き　５月９日（火）午前１０時３０分～

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

きらきら・ひまわり情報

　各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子

育てについての相談に応じるほか、下記の日程で親子

ふれあい遊びやおはなし会などを行っています。お気

軽にお出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　※第３火曜日は、4月生まれのお子さんの誕生日祝

　　いを兼ねたお楽しみ会をします

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

子育てひろば

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。４月の対象者は下記のと

おりです。申請がまだの人は、お早めに窓口までお

越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年５月、８月、１１

　月の人は、４月２８日（金）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※平成２８年９月、１０月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 28 年 11 月～平成 29 年 1 月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 28 年 8 月～ 10 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 28 年 5 月～ 07 月 出生月の９～１１カ月後

市報さかいみなと　24



　

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日
※５月５日（金・祝）は開催します

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※５月３日（水・祝）はお休みします

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 4 月 26 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 9 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 5 月 31 日（水） 平成 28 年 10 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 4 月 27 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 9 月生まれの幼児

 5 月 25 日（木） 平成 27 年 10 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 4 月 6 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 3 月生まれの幼児

 5 月 18 日（木） 平成 26 年 4 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 4 月 11 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

寡
か

婦
ふ

（夫）控除のみなし適用
　婚姻歴のない未婚のひとり親家庭においては、税法上

の寡婦（夫）控除が適用されないため、市ではひとり親

家庭の子育て支援として、子育て支援事業について、控

除のみなし適用を実施しています。

　対象事業などについては、１８ページに掲載していま

すので、ご覧ください。

ひとり親家庭への支援制度
　市では、ひとり親家庭への支援として、下記の事業を

行っています。詳細については、１９ページに掲載して

いますので、ご覧ください。

◇ひとり親家庭入学支度金

◇高等職業訓練促進給付金

◇自立支援教育訓練給付金

▼問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

新生児聴覚検査の費用助成
　今年４月から、新生児聴覚検査にかかる費用に対して、

助成を行います。

　対象となる要件や助成額などの

詳細については、１６ページに掲

載していますので、ご覧ください。

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係 

　　　  （☎４７－１０４２）

チャイルドシート等購入費補助
　チャイルドシート（ジュニアシート含む）購入費用の

一部補助を行います。

　対象や申請方法などの詳しい内容は、１８ページに掲

載していますので、ご覧ください。
▼問い合わせ先

　自治防災課自治防災係   （☎４７－１０２３）
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図書館に行こう図書館に行こう！！
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家
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時
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本
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識
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月
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の新
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規
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贈
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図
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書
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◇偽
ぎ

史
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の政
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治
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学
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野
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有
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理
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雄
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伝
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学
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事
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◇北
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斎
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寸
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美
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術
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館
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林
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忠
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）
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利
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和
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しん

実
じつ

　　　　　　　　（マリー・カーペンター）

◇春
はる

に散
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木
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ほう

送
そう

文
ぶん

化
か

研
けん

究
きゅう

所
じょ

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

143冊
さつ

☆貸
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人５冊
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・２週
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間
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市
し

民
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図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
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館
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時
じ

間
かん
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◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/
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ジ
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本
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敏
と
し

夫お

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

【大型連休中の収集について】

　大型連休中の祝日は、収集日に該当する地区を下表のとおり収

集します。

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　４月１６日（午前９時～正午）

可燃ごみ

軟質ブラスチック類

資源ごみ 不燃

ごみ古紙類 ビン缶類

５月３日（水・憲法記念日） × × ○ ○

５月４日（木・みどりの日） ○ × ○ ×

５月５日（金・こどもの日） ○ × ○ ×

※集積場所への搬出は当日午前８時までにお願いします。

※当日は施設への持ち込みはできません。

※５月３日の古紙類回収の該当地区は、５月１０日（水）を収集日とします。

市 民 運 動 会

市内全校区で

 ５月１４日（日）開催
◇ところ　各小学校グラウンド

◇雨天等、中止時の予備開催日

は、５月２１日（日）です。

　※変更の場合あり

◇市民運動会は毎年５月の第２

　日曜日に開催されます。
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と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
たい妖さんの毛筆アート
「楽想書展」
（～４月３０日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人 　400 円
小中高生 100 円

4 月 15 日（土）
古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

4月 22 日（土）
第１１回境港歴史散歩

　「鳥取藩と境
さかい

融
ゆう

通
づう

会
かい

所
しょ

」

市 民 会 館
中央公民館

13：30 ～
境港歴史楽会事務局
☎ 42 － 2915（面谷）

無　料

4月 22 日（土）
絵本と紙芝居の会
※英語多読も行っています

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

4月29日（土・祝）
ロータリー財団１００周年・境港ロータリークラブ
創立５５周年記念事業 チャリティーコンサート

徳山奈奈☆堺裕
ゆう

馬
ま

 ジョイントコンサート
文化ホール

開場 13：30

開演 14：00

境港ロータリークラブ
☎ 44 － 7845

一　般　1,500 円
高校生以下 500 円

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,734 人（± 0）
　　女　：18,003 人（－ 22）
　合　計：34,737 人（－ 22）
　世帯数：15,127 世帯（＋ 6）

　※平成 29 年 2 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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を
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ょ
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ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し
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み
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を
つ
く
り
ま
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ょ
う
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豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
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に
つ
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め
ま
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ょ
う

　
　
　

   　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  4 月 13 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  4 月 14 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
でも受け付けています

福 祉 相 談  4 月 28 日（金） 13：00 ～ 16：00

法 律 相 談
 4 月 7 日（金）
 4 月 21 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 20：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 4 月 17 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 4 月 13 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

　境漁港の春と言えば、「ギンザケ」が定着して来ました。

　宮城県から境港に移った会社が、美保湾で試行錯誤をしなが

ら養殖を始めて５年目の春、良質なギンザケを生産されていま

す。刺身を食べた人も多いと思いますが、その甘くて、口の中

でとろけるような食感は、地元でこの時期にしか味わえない美

味です。ぜひお試し下さい。

　そんな「ギンザケ」ですが、水温１８℃以上では弱ってしま

うため、美保湾では５月上旬までに水揚げされます。しかし、

切身をそのままパックし冷凍保存されたものもあり、夏場でも

　　　　　　　　　　　　　　解凍すれば美味しく頂くことが

　　　　　　　　　　　　　　出来ます。今回は相性抜群のカ

　　　　　　　　　　　　　　レーを使った逸品を紹介します。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  24お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　サケは半分に切り、塩・こしょう各少々を振り、小

　麦粉を薄くまぶす。

②　タマネギは粗みじんに、マッシュルームは薄く切る。　

　ブロッコリーは小房に分け、さっとゆでる。

③　サラダ油大さじ１を熱したフライパンに、サケを並

　べ入れ、中火で両面をこんがりと焼く。さらにタマネギ、

　マッシュルームを加え、かるく炒める。

④　③にＡのカレー粉半量を振って炒める。全体になじ

　んだら残りのＡを加え、ふたをして５～６分煮る。

⑤　牛乳を加えて温め、塩・こしょう各少々で味を調える。

　煮立ち始めたら火を止め、②のブロッコリーとともに

　器に盛り付ける。

サ ケ の カ レ ー ミ ル ク 煮

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

中村 美
みはる

陽 ちゃん（H28.8.10 生） と

お母さんの 好
よし

美
み

 さん（夕日ヶ丘２丁目）

 ≪お子さんへのメッセージ≫

　明るく優しい子に育ってね

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

  米
こめ

谷
たに

 和
なごむ

陸 ちゃん（H28.8.10 生） と

   お母さんの 綾
あや

 さん（上道町）
 
 　≪お子さんへのメッセージ≫ 

 　　優しい子に育ってね♡

長山 明
めい

誠
せい

 ちゃん（H28.6.29 生） と

お姉さんの 満
ま

衣
い

子
こ

 ちゃん

お母さんの 夕
ゆ

紀
き

恵
え

 さん（福定町）
　≪お子さんへのメッセージ≫

 　思いやりのある子になってね

□材料（２人前）
○サケ　　　　　　２切れ

○塩・こしょう　　適量

○小麦粉　　　　　適量

○サラダ油　　　　大さじ１

○タマネギ　　　　１／４個

○マッシュルーム　４個

○牛乳　　　　　１／２カップ

○ブロッコリー　１／４株

　○カレー粉　　小さじ１

　○ローリエ　　１枚

　○湯　　　　　１／４カップ

Ａ

（写真）
『境港のカンタン時短おさかなレシピ』より


